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さ
て
利
家
卿
藷
逝
後
・
彼
の
生
母
は
落
飾
し

て
待
問
院
殿
と
mm
し
・
金
棒
小
立
叫
叫
に
一
寺
を
建
立
せ
ら
れ
、
越
前

の
経
王
寺
よ
り
住
職
の
出
家
主
迎
へ
ら
れ
.
建
立
の
一
寺
を
も
経
王

ι寸
と
放
し
.
越
前
経
王
寺
の
末
寺
な
り
し
か
ど
.
後
に
は
能
交
関
前

谷
妙
成
寺
の
末
寺
と
は
成
り
た
り
。
右
俳
設
は
‘
綬
漸
得
雑
記
に
載

せ
た
り
。
按
宇
る
民
、
三
笠
記
に
は
‘
利
光
卿
の
御
生
母
束
の
丸
様

と
小
幡
宮
内
と
一
つ
だ
ね
に
て
、
此
の
父
常
に
慈
悲
ふ
か
く
.
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め
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成
事
.
あ
げ
て
か
ぞ
ふ
る
に
あ
き
た
ら
十
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中
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も

と
せ
越
前
に
て
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野
に
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折
ム
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‘
白
鬼
女
の
川
陀

τ束

図
の
附
砲
‘
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あ
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上
方
へ
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り
け
る
跡
へ
、
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を
仕
う
て
候

へ
ば
‘
か
ね
の
入
り
た
る
袋

E
忘
れ
て
湿
り
け
る
。
不
便
に
忠
ひ
人

を
付
け
泣
き
・
彼
の
限
舵
取
り
に
返
ら
ぬ
事
は
あ
ら
じ
・
渡
し
遺
す

べ
し
と
巾
付
〈
。
集
の
如
く
順
舵
取
り
に
飾
り
け
れ
ば
、
彼
の
路
銭

の
入
り
た
る
袋
を
渡
し
け
る
。
順
秘
申
す
ゃ
う
は
・
路
銭
を
失
ひ
て
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へ
も
先
へ
も
行
〈
訴
か
た
く
、
闘
に
飢
潟
K
及
ば
ん
時
は
乞
食

を
し
て
食
を
つ
な
ぎ
‘
共
上
に
い
か
な
る
怒
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生
じ
錠
賊
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る
か
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然
ら
ば
大
願
妥
敷
の
み
な
ら
宇
.
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に
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く
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息
を
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く
る
事
難
有
御
事
な
り
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を
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せ
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入
の
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扮
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た
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し
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な
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日
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目
の
法
師
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け
り
。
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む
事
の
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民
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で
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っ
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の
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我
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う
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な
り
。
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よ
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